
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校 改訂新生物基礎 (第一学習社) 

副教材等 改訂ネオパルノート生物基礎 (第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高校の生物基礎では小・中学校での理科の学習内容を踏まえて「生物の多様性や共通性」、「遺

伝子」、「恒常性」、「生態系」という３つの視点でより深く学んでいく。生命活動の神秘に関

心をもち、自然と協調した社会の在り方について考える力を身につける。 

 

２ 学習の到達目標 

１．基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

２．日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象への関心を高める。 

３．生物学的に探究する能力と態度を育てる。      

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物学的な事物・現象に

関心や探究心をもち，意欲

的にそれらを探究しようと

するとともに，科学的態度

を身につけている。 

生物学的な事物・現象に

問題を見出し，研究する過

程を通して，事象を科学的

に考察し，導き出した考え

を的確に表現している。 

観察，実験を行い，基本

操作を習得するとともに，

それらの過程や結果を的

確に記録，整理し，生物に

関する事物・現象を科学

的に探究する技能を身に

つけている。 

生物に関する事物・現象

について，基本的な概念

や，原理・法則を理解し，

知識を身につけている。 

評
価
方
法 

１学習活動（講義，演

習，質疑応答など）に積

極的に参加したか。 

２提出物の作成（授業ノ

ート、ネオパル）に意欲

的に取り組んだか。 

３集中して授業を受けた

か。 

１論述問題などで，科学的

な根拠に基づいて述べる

ことができているか。 

２探究活動などで，実験内

容を自分で考えたり，仲間

と議論しながら行うことがで

きているか。 

１観察・実験を安全に遂行

できたか。 

２それぞれの操作の意味

を理解して，正確に遂行

できたか。 

３スケッチや結果の記録な

ど正確に行えたか。 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの記

述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

１
学
期 

生
物
の
特
徴 

多様性と共通性 

 

生命活動とエネルギー 

○   ○ ○ a:生物を学習するうえでその特徴に関心を持

ち、意欲的に探究しようとする。 

b:原核生物と真核生物の観察から、両者 

の違いを思考することができる。 

実験や観察を通して事象を科学的に考察し、

自身の考えを表現することができる。 

c: 顕微鏡の扱い方やプレパラートの作成方

法を理解している。 

スケッチの方法を身につけている。 

d:生物の共通性と多様性について理解 

し、知識を身に付けている。 

生命活動に必要なエネルギーと代謝につい

て理解し、知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワークシ

ート 

観察・実験 

定期考査 

      

 ○   ○ 

       

       

       

       

       

       

        

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

１
学
期 

遺
伝
子
と
そ
の
働
き 

遺伝子と DNA 

 

遺伝子の働き 

 

DNA 分子モデル 

  

 

形質転換 

    ○ ○ a:遺伝現象とＤＮＡに関心を持ち、意欲的に

探究しようとする。 

b:実験や過去の研究結果を通して結果を考

察し、表現することができる。 

ＤＮＡ二重らせんモデルの観察を通して、Ｄ

ＮＡの構造を理解し、それを絵や言葉で表現

することができる。 

c:身近な材料からＤＮＡを抽出し、確認する

方法を習得している。 

d: 形質、および核、染色体、遺伝子、ＤＮ

Ａ、遺伝子の関係について理解している。 

ＤＮＡの構造、ＤＮＡは細胞分裂を通じ、娘細

胞に均等に分配されることを理解している。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワークシ

ート 

観察・実験 

定期考査 

      

 ○   ○ 

       

○ ○ ○   

       

       

 ○     

       

        

２
学
期 

体
内
環
境
と
恒
常
性 

体液とその働き 

 

 

 

体内環境維持のしくみ 

 

生体防御 

○       a:主に人の体内環境について関心をもち、意

欲的に学習しようとする。 

b:病原菌などの異物を認識、排除して体内環

境を保つ仕組みを知り、導き出した考えを表

現している。 

c:「生物の体内環境の維持」に関する探究活

動を行い、生物学的に探究する方法を習得

するとともに、それらの過程や結果を的確に

記録、整理している。 

d:体内環境の維持に自律神経とホルモンが 

関わっていることを理解し、知識を身に付け

ている。 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワークシ

ート 

観察・実験 

定期考査 

    

 ○  ○    

       

     ○  

    



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

気候とバイオーム 

 

植生と遷移  

 

生態系と物質循環  

 

 

 

生態系のバランス 

○       a:世界と日本の気候とバイオーム、生態系の

バランスについて関心をもち、意欲的に学習

しようとする。 

b:「生物の多様性と生態系」に関する探究活

動を行い、事象や結果を考察し、導き出した

考えを表現している。 

c:生態系と物質循環について資料収集を行

い、記録、整理している。 

d:陸上には様々な植生がみられ、植生は長

期的に移り変わっていくことを理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワークシ

ート 

観察・実験 

定期考査 

       

 ○   ○ 

       

   ○ ○ 

       

       

○       

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


